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2023 年度「⼦ども若者の体験や学びの機会を⽀える助成」①団体対象 
内定団体⼀覧 

 

⼀般財団法⼈ たかまつ讃岐てらす財団 

2023/12/27 公開 

 

⼀般財団法⼈ たかまつ讃岐てらす財団が実施する、2023 年「⼦ども若者の体験や学びの機会を⽀える助成」の内定
団体及び学校の名称、申請事業の名称及び概要、助成⾦額、審査員コメントを公募要綱に基づき、公開いたします。 
要綱では 10 団体の採択を予定しておりましたが、審査の結果、複数団体の評価が甲⼄つけ難い状況にあったため、助
成額の総額も鑑み 11 団体の採択としました。 
＜審査員コメント＞◎…評価されたポイント ★…実施にあたってのアドバイスや改善要望 
 
（全 11 団体・順不同） 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

1 ⼀般社団法⼈およりラボ 
発達にユニークさのある若者の当事者会  
ぷりずむ 

\30,000 

事業概要 審査員コメント 

障害と認定されるほどではないが発達にユニークさ
があり⽣きづらさのある若者たちが、学校卒業後の社
会のイメージを持ち、⽣き抜くためのライフハックを
共有し、将来社会で活躍できる⼈材となるよう当事者
会を開催する。 

◎若者の未来を地域で考えるためのピアサポートの場と
して評価されました。 
★対⾯の場での開催が効果が⾼いことは推測されます
が、それ以外の参加機会の創出を検討してみてください。
また、公助への働きかけも⾒据えて⼩さな声をしっかり
蓄積してください。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

2 特定⾮営利活動法⼈未来 ISSEY 未来 ISSEY グッドブラザー事業 \100,000 

事業概要 審査員コメント 

⼊院中・療養中の病気を抱える⼦どもたちときょうだ
いに未来 ISSEY スタッフと学⽣ボランティアが病院
などで学習⽀援やゲーム・制作活動・交流イベント等
でのコミュニケーションの場を提供する。⼦どもたち
の⾃⼰肯定感の向上を⽬指すとともに、孤独・不安を
和らげスムーズに学校⽣活・社会⽣活に戻れるようサ
ポートする。 

◎⼊院中の⼦どもを持つ家族や兄弟のケアという視点が
⼩さな声ではあるが重要度の⾼い視点であること、院内
に学⽣を連れての活動であることが評価されました。 
★グッドブラザー事業の仕組みそのものが、他の困りご
とのケースにも展開できるのではないかと感じます。他
分野への展開も⻑期的に検討してください。 
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№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

３ 特定⾮営利活動法⼈マイシアター⾼松 じぶん表現あそび プレイわあく \100,000 

事業概要 審査員コメント 

表現あそびやグループワークを通して、⼦どもたちの
発想⼒、表現⼒、伝達⼒を養い、⾃分や他者の考えや
想いを伝えあい形にしていくことを経験する。 
異年齢でグループワークや寝⾷を共にすることで、普
段関わりの少ない学年との交流を通し、他者との関わ
り⽅を⾃分で考え実践することで協調性を養う。 

◎⼦どもの体験を⽀え続けている活動が評価されまし
た。 
★コロナ禍での財源縮⼩等もあると思いますが、⼀歩先
を⾒据えた事業のあり⽅を検討し、これまでの事業形態
にこだわらないチャレンジングなプログラムを企画し、
本助成⾦を活⽤されることを検討してください。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

4 ⼀般社団法⼈パッククッキング協会ジャパン 
「作って⾷べる」 
チャレンジド体験プログラム 

\100,000 

事業概要 審査員コメント 

チャレンジド(主にダウン症)を対象にした調理体験
プログラム。 
やってみよう!と調理への興味を引き出し「できた」を
経験し、保護者に「出来る」を披露する。 
⼦どもが「できた」の披露することで保護者は⼦ども
の「できる⼒」を認めることが出来る。 
チャレンジドが、笑顔で体験活動できる場を作ること
を事業概要にする。 

◎チャレンジドやその親御さんへ「できた」「できる」を
届ける経験づくりとして評価されました。 
★1 回限りのイベントになってしまわないよう、継続の
ための仕組みづくりを検討してください。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

5 NPO 発達にじいろ⾃由っ⼦ ⾃由っ⼦広場オープン記念イベントの開催 \38,000 

事業概要 審査員コメント 

オープン記念イベントで、この広場と⾃由っ⼦の取り
組みを知ってもらう。発達特性のあるこどもを育てる
保護者は孤独を感じやすいが、居場所があると感じて
もらうこと、また開かれた場所や機会を設けることで
当事者以外にもこの場を知ってもらい、将来的にこど
もが過ごしやすいまちづくりに繋げていくことを⽬
的とする。 

◎当事者視点での活動であることと、ニーズの掘り起こ
しが期待できる活動であると評価されました。 
★発信も含めた当事者へのアプローチを考えてみてくだ
さい。また、公助への働きかけを⾒据えた困りごとの可
視化も検討してみてください。 
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№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

6 ⽣理の保健室協会 
「⽣理が来るのが楽しみになる!」 
⽣理の保健室イベントの開催 

\100,000 

事業概要 審査員コメント 

思春期⼥⼦が、⽣理トラブルで困らない為に、気軽に
相談でき、様々な知識を知れるイベントを開催する。
「おはなし会」「個別相談」「⽣理⽤品」「デリケートゾ
ーンケア」などのブースを設け、親⼦でも、⼦ども達
だけでも気軽に参加できるようにし、⽣理を肯定的に
捉えられるキッカケを作る。 

◎まだ⾒えにくい課題ではあるが、地域での性教育とい
う課題に地道に向き合っている点が評価されました。 
★伝えたい当事者と関係している⼈は誰なのか、開催場
所は最適なのかを再度検討してみてください。また、
YouTube等の動画配信の⽅が広がりがあるのではないで
しょうか。⽬的に合うようでしたら検討してみてくださ
い。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

7 はずむ⽇本語 
外国にルーツのある⼦ども向けの 
⽇本語教室の開催 

\80,000 

事業概要 審査員コメント 

外国にルーツのある⼩中学⽣(⾼校⽣)向けの⽇本語
教室を開催する。 
⽇本語教師有資格者による⽇本語指導に加え、元⼩中
学校教員や⼤学⽣等とも協⼒し、教科学習⽀援も⾏
う。また、ゲスト講師(地域に暮らす⼤⼈や⼤学⽣、留
学⽣を想定)の経験を聞く機会を設け、進路やキャリ
アについて考える機会を提供する。 

◎⾒えづらい課題ではあるが、当事者数が増加傾向にあ
り、地域の課題に向き合う活動として評価されました。 
★受益者の拡⼤のためには、学校現場との連携は必須で
あると考えます。今回の活動を実績として積み上げられ
るように開催回数や地域、効果的な活動は何かをしっか
り⾒据えて中⻑期的な活動も検討してみてください。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

8 さぬきツインクラブ 
スペシャルツインズデー 
『讃岐おもちゃ美術館にお出かけしよう』 

\60,000 

事業概要 審査員コメント 

⾹川県在住の多胎家族を対象として、『双⼦の⽇』に集
うツインズデーを開催する。今年は、外出しづらさを
抱える多胎家庭が気兼ねせず外出できるきっかけ作
りや仲間作り、また多胎の⼦ども達が地域のおもちゃ
や⽂化にふれることができる機会として、讃岐おもち
ゃ美術館を貸し切り利⽤し交流イベントを開催する。 

◎地域のニーズを掴み活動を継続している点や、「みんな
の⼯夫を知ることで困りごとを解決する」という視点が
評価されました。 
★今回の申請額だけで対象事業が真に実⾏できるのか、
⾜りない予算はなかったかを検証し、活動継続のために
不⾜していることは何かを検討してください。 
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№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

9 男⽊島、未来の教育プロジェクト 
男⽊島「海と森の家」を拠点とした、学びの
機会創出・関係⼈⼝増加・移住促進事業 

\100,000 

事業概要 審査員コメント 

男⽊島の旧保育所施設を活⽤できる様に改修し、島内
の⼦どもへは遊び場の提供や移住者と島⺠(⾼齢者)
との交流の場として、島外の⼦どもへは⾃然体験の場
や、島内外の交流の場として関係⼈⼝増加・移住促進
に繋げるイベントを⾏います。 

◎地元住⺠を巻き込んだ、⼈を育てる⼟壌が整っている
ことが評価されました。 
★当事者のニーズが捉えられているかを観察してくださ
い。また、費⽤の使途については⼀部再検討をしてくだ
さい。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

10 ⼀般社団法⼈もも 
こども・若者たちの声を聴き、可能性と課題
を考え、ともに未来をつくる事業 

\100,000 

事業概要 審査員コメント 

第⼀に、こども・若者がユース新聞の作成を通して⾃
⼰表現の機会をつくり、意欲と創造性を育むこと、第
⼆に、教育に携わろうと考えている⼤学⽣、また学校
の先⽣、地域の⽅々と社会課題の共有をすること、第
三に、各種機関との連携促進を図ることを⽬的とす
る。 

◎不登校をはじめとする⼦ども若者の⽬の前の課題に丁
寧に向き合い、地域の関係団体等との連携が取れている
ことが評価されました。 
★不登校に関するデータは多く公開されており、社会の
関⼼も⾼い⼀⽅で地域での活動の様⼦が⾒えづらい状況
でもあります。何が起こっているのか、当事者の声も含
めて広げていくことも検討してみてください。 

№ 団体名 申請事業名 ⾦額 

11 あしたプロジェクト 
LGBT(ジェンダーフリー)に関する絵本・児
童書を地域の居場所である⼦ども⾷堂に届
けたい! 

\100,000 

事業概要 審査員コメント 

LGBT(ジェンダーフリー)に関する絵本・児童書を地
域の居場所である⼦ども⾷堂に無償寄贈する。 
学校や公⽴図書館では他⼈の⽬を気にして本を⼿に
出来ない当事者の⼦もいます。⼦どもが絵本・児童書
を気兼ねなく安⼼して⼿に出来る場所を、地元⾼松で
増やしたいです。 

◎当事者視点の活動であることや、教育現場への働きか
けの部分が評価されました。 
★絵本を配布して終わりになってしまうことが無いよう
に、勉強会の同時開催や絵本の具体的な活⽤等、各現場
の事情を汲んだ活動を検討してみてください。 

 


